
国際仏教学大学説大学研究紀要第5号平成14年 3月 1 

古代インドの女性観(1 ) 

原賓

近時、性差別批判の立場から女性史、女性観の問題が国の内外で論じら

れる様にまったが、インド古典学の立場からこの問題を論じたらどの様に

なるであろうか。しばしば学者が指摘する様に、マヌ法典には所謂女性の

三従が説かれ、1 イム典にも五韓三従、変成男子の概念がみえ、又社会学者

の注目する寡婦焚死の習俗も近年まで行われている。又文献によっては女

子として誕生する事自体既に前世の悪業の結果であるとさえ言われる。2

これらによって見る限り、インドには古来男尊女卑の伝統が連綿として受

け継がれている様であるが、果たして事実はその通りであろうかJ又若

しそれが事実であったとしたら、インドの男尊女卑は如何なる構造を有し

ていたであろうか。これら諸点を解明すべく我々はここに新規のプEジェ

クトを全題した。

詳し、この問題の解明には歴史学、社会学、民族学等の提点からそれぞ

れに謙々な方法論が立てられる。筆者の場合、その専攻分野の性格から吉

典インド文献学の方法に拠らざるを得ず、従って以下に論ずるところは文

献に即して資料を蒐集し、それらを整理検討するに在る。

但し、このように方法論を鼠定しでも尚問題は複雑である。何故なら、

古典インドは宗教、哲学、文学、法制、医学その他、文化の諸分野に長期

にわたって尾大な文献を擁し、絢:欄たる文化を形成したから、それらの総

てを縞羅することはもとより不可能である故である。又一口に宗教といっ

てもインドの場合、バラモン教あり とンヅウ教あり、仏教あり、ジャイ

1 pita rak$ati kαumare bharUi rak$ati yαuuαne 

rαh手αntisthαuire putra na stri suatαntryαmαrhαti (MS.9.3) 

For this verse， cf. Thieme 438. 

2 Leslie 246 

3インドの場合概して「不貞Jr裏切りJの答は、大方の予想、に反して妻よちも寧

ろ夫の慨に語られる。 Cf.Thieme 466-471， esp. 471 note 2. 
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2 吉代インドの女性観(累)

ナ教あり、その各々を取ってもそれぞれ露大な文献と研究史を記録してい

るから、その一つを究めることすら決して容易でない。以下に論ずる所は

主としてヒンヅウ教の文献を中心としてそこに言及された女性観の一端に

触れるものに過ぎない。

新く限定に設定を加えても、尚事情は第単でない。ーロに女性観といっ

ても、視点の相違によってその扱い方が嫌々となり、性善説の立場に立っ

か、性悪説の立場に立っかによって女性観は異なってくる。貞女、烈女、

良妻賢母の類は前者に属し、悪女、姦婦、淫女の類は後者に罵するから、

それら総てを一律に論ずることは出来ない。のみならず、「女性の本性J

(stri-svαbhava)を説く文款と、 f女性の務めJ( stri-dharmα〉を説く文脈

とでは、自ずからその趣を異にするJ共に男性の立場から前者は女性の

君事悪、淫蕩、不貞を嘆き、後者は規範的に女性の理想像を描く G 又同乙男

性の立場から見ても、女性を妻としてではなく母と見る場合には、その趣

を変えて来る道理である。法典には母は父より貴い事千倍と称せられ、5

叙事詩にも母に等しき尊者なしと繰ち返されるJ更に一方で、女性辻諸

悪の根源、7 女性より悪しきもの他に存在せず8とも語りながらJ飽方で、

4 Cf. Leslie 262-263. 

5 sahαsra'fL tu pitr'n mata gαurαvel}iitiricyate (MS. 2. 145cd) ， ebhyo mata 

gαriyαsi (YS.1.35d). 

6 nasti matr-samo guru}J (MBh.12.109.16d， 329.11b， 13.61.89b， 108.15b， 109. 

62b). Cf. Kane 2.580. 

7 striyo hi mulα'fL do再l}iim (MBh.13.38.1c， 12c) 

8 nαstribhyαlJ ki'fLCidαnyαd vaipapiyαstaram asti vαi (MBh.13.38.12ab) 

9 Leslie 262. 
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古代インドの女性観〈原) 3 

妻あって初めて家庭為ちと妻を讃え、10 男女平等の思想、も随所に見え、11 更

にBetter-halfの概念もインドに異質で、ない。12 併し、概して女性一般に自

立 Csuiitantヮα〉が認められなかったこと辻、特にインドの場合顕著で、

あったものの知くであるf

10 na grhαlpgrhαm ity ahur grhi1)i grhαmucyαte 

grhαlp tu grhi1)i-hinαlp kantaradαtiricyαte (1S.3220) 

Vrk$a-mule 'pi d.αyitayαtrαtisthαti tαdgrhαm 

prasado 'pi tay丘hinoαrαlJYα-sαdrsαhsmrtαh(1S.6247=Pα瓦cαtαntra4. 

81-2) 

家屋は家庭に非ず、家内こそ家庭、家内なき家窪は荒野と選ぶ所なし。

欝下とても妻ある所、そは家庭、高楼とても妻ごとき所、そは森の如し。

(Cf. 18.4571、4576and Winternitz 16) 

11例えば、 M8.3.55-62.

yαtrαniiryαs tuPU]yαπte rαmante tαtrαdevatii与

yαtraitiis tu nαp長lYαntesαrviis tαtraphala与kriy丘与 CM8.3.56) 

女性達が敬われる所、神々は喜ぶ。彼女達が敬われぬ所、一切の営み辻空し。

αnyonyasyiivyαbhiciiro bhαved iimαrα1JiintikaJ} 

e手αdhαrmα与sαmiisenαjえeyα与stri-pulpsα:yo与pαrα与(主主8.9.101)

死に到る迄、互に裏切るべからす。詰まる所、これ夫婦の最高の勤めと知るべ

し。 Cf.Thieme 476. 

12 ardhalp bhδryiimαnu?yαsyαbhiiryii sre?thatαmα与sαkha

bharya mulalp trivαrgαsyαbhiiryii mitralp mari?yαtα争

CMBh.1.68.40=/=I8.623. Cf.Winternitz 17.) 

mαmα ciirdhαlp sarirαsyαmαmα cardhiid viniJ}srta 

sura-karya-kαri cαtvαm lokα-sαmtana-初 rini(MBh. 13. 134.立)Cj. Leslie 

30. 

mii svαyαlpmαnyum utpadyαpαrihiise vise?atα与

お rirardhenαmepiirvαmiibαddhahiyαdii tvα，ya (Pratimanataka 1.10) 

晶、元来不完全であった {αsαrvα}男子が妻子によって完全となる思想、につい

ては、 Bosch72 (斑8.9.45etc.). Kane 2 428 and Leslie 32. 

13 sviitαntryiid viprα1Jαsyαnti kule j ataαpi striyαh 

αsviitαntryαm atas tasaf!t prαyiipatirαたαlpαyαtCN8.13.30) 

自立より良家の子女とても身を滅ぼす。されば造物主は彼女達に自立すべから

ずと提め給え号。
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4 主代インドの女性観(京〉

これら諸相を筆者は今後機会を見て頗次紹介検討する予定であるが、こ

こでは先ず貞女を取り上げることとした。1JIし以下に論づる所は専門硬究

者にとっては寧ろ最低の常識に属するから、筆者辻本稿に於いて特に新説

を意図する者ではない。インド古典文献学は泰西において過去200年以上

の伝統を有し、それらを整理して紹介するだけでも決して容易でない放で

ある。従って本稿の各章各節は将来より有能な研究者によって拡大、充実

される事を予想し、謂わば本邦における今後の研究の lndex式出発点の

性格を有している。

古来インドで貞女は一般に sddhui、pαti-uratd...satiと称せられ、 pαti-

uratdの中には通常 Ahalya...Draupa缶、 Sita、T忌品、 Mandodariの五

人が数えられる。これら五人の貞女 pati-vrataは、互いに性格を異にし

ているが、何れも受動的に只管夫に献身奉仕14するをその共通項とし、時

に夫が残忍に振る舞っても只管耐え忍ぶを旨としている 015 彼女達は夫へ

の恭)11夏、奉仕を唯一の徳としていたのである。16

以下に我々は貞女の生活信条としての貞箆と、その詞に培われる貞節力

がインドの場合如何なる講造を有していたかを、文献の証拠に基づいて検

討して行くであろう。

14 Cf. Mallison 25-29 and Leslie 293.夫火葬の薪に昇って敢然寡婦焚死を遂げ

る貞女は、戦場に名誉の戦死を遂げる兵士に擬えられ、烈女 (siiri)と称せられ

た。

15 vrαtαmcαr叫 iya nityαmduscαrαT(L laghu-sαttvαya 

pαti-citta pαti-hita sa pαti-vratα-bhagini (MBh.13.134.49) 

16夫を死神 Yamaの許より奪回し、しばしばインド女性の理想録として謡かれる

Savitriはこの伝統的貞女のリストの中に入らないが、それは被女がー殻の貞女

と異なって極めて積越的個性の持ち主であった事に由来している ( Cf. 

Aklujkar)。のみをらず、その行動を仔紹に検討してみると、彼女はしばしば

インドの貞女の規期、定義に惇っている (Leslie313-4)。
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吉代インドの女性観(票) 5 

1 .貞節(尊敬と奉仕〉

(1-1)尊敬

(1-1-1)夫=神17

貞女の忍従奉仕の構図は先ず夫を神 (deuα、daiuα旬、 deuata) と崇め

る思想に最も端的に現れている。女性はしばしば奴媒 (Sudrα) と再列に

量かれ、独立の入格として援われる事がなかった 0
18 Sudraと貞女は服従

を両者の共通の属性としていた故である 01骨

uisila与初mαザ ttoua gU1:UUr ua pariuαrjit吟

upαcaryα}J stfiya sadhuya satataTJ1 devαuαt pati}J (MS.5.154) 

夜令夫が行状悪く、勝手気侭に振る舞い、諸議に欠けていても、貞女

たる者は常に彼に神の如く奉仕せねばならぬ。お

pαru手alJYαpicoht&yd EirFZ&udhrarα-cαhヂU手d

suprasanna-mukhi bhartur ya nari sa patiurata (MBh.13.134.38) 

口汚く罵られ、意地悪い眼で説まれでも、明るい顔で接する女子、斯

かる女こそまさに貞女なり 021

二人の貞女 AnasuyaとSit忌の会話において、前者は後者の徳を讃えて

次の如く言う。

Fwgαrαstho uanastho ua papo ua yad casubhα与

17 Cf. Kane 2.562-3 and Leslie 63 and 281-282. 

18 Cf. Kane 2.594，瓦1:allison29-30. Cf. also MS.ll.2おcd(stri-soorα-p atitiiT(ts 

cαwαniibhibhiiseta karhicit) and PS.1.13 (stri-soorαm niib hi b hiiset) 

19 Cf. Leslie 309. 

却 du子te'pi pαtyau siidhviniiT[t niinyathii-v_rtti m白zαsαm (KSS. 77.39cd). 

21 bhavαntyαvyαbhiciiriT}yo bhαrtur i?te pαtivrαtii与

(Kumiirαsαmbhαuα6. 86cd) 
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6 古代インドの女性観{原)

yasalJ1 stri(L匂1-priyo bharta tasiilJ1 loka mαhodlのめ (23)

du与silα与kiimα-vrttova dhanαir vii pαrwαrjitα与

stri(Lam iirya-svαbhiiviiniilJ1 pαrαmαmdαivataT]'t pati与(R.2.109.24)

都に在ろうと、森に在ろうと、罪をきEそうと、貧しかろうと夫を愛す

る女には芽出震き世界が(約束されて)ある。

笠悪しく、勝手気侭、将又貧乏でも、夫辻本性高貴な女にとり至上の

卒中。22

(1-1-2)夫=guru.

22 Cf. 

k芋αntumarhαsi me vipra bharta me dαwαtα1'fLmαhαt 

sα capi k?udhitα争sr伽 tα与praptα争susru?itomαya (MBh.3.197.20) 

daivatesvα'PLSαrvesu.bharta me dαwαtαTJ?-pαrαm (MBh.3.197.29αb) 

tam tatha rudαtim ramo rudαnvαcαnαmαbrαvit 

JWαntya hi striya bhαrta daivαtα1'fL prαbhur evαcα 

bhαvαtyamαmacαivadyαr・ajaprαbhαuαtiprabhu与(R.2.21.1η
sa bhαved dharmα-pαrαma sa bhaved dharma-bhagini 

devαvαtsαtαta1'fL sadhvi ya bhαr‘tarαTJ?-prαpαsyati (34) 

susru?a1'fL pαricarα1'fLcαdevαvαdyakαroti cα 

nanyα-bhava hyαmmαnah suvrαta sukhαdαrsana (MBh.13.134.35) 

pαtir hi devo nariTJii1'fL patir bαndhz中patirgati与

pαtyasamagαtir nasti d，αivatα1'fLv丘yathapαti'f:t(MBh.13. 134. 51) 

satyα1'fL ratis ca dharmas ca svαrgαs ca gU1')fl-nirjitα'f:t 

striTJii1'fL pαti-samadhiηαm kanksitαTJ?-ca dvij ottamα(24) 

rtur matuJy， pitur bijαmd，αivatαTJ?-pαrαmαTJ?-patiJy， 

bhαrtu'f:t prαsadat striTJii1'fL vai rαtiJy， putra-phαlam tatha (MBh.14.93.25) 

mitαmdαdati hi pit品mitαmbhrata mitαmsutαh 

αmitαsyαhi datarαm bhartaramka nαpujα:yet (6) 

nasti bhartr・-samonatho na ca bhartr-samαmsukham 

VLSTJYα dhαnα-sαrvαsvα守~ bhαrtavαi sαra苧a1'fLstriya与(7) 

nα karyαmihαme nathαjivitena tvα.ya vina 

pαti-hinapi kaηari sαti jivitum utsαhet (MBh~ 12.144. 8) 

初 ccidcakhilα-devebhyo mαnyαse 'bhyαdhika1'fL pαtim (MP.16.54cd) 

nari sukhαm avapnoti narya bharta hi devata (MP. 16. 67cd) 
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古代インドの女性観(原〉 7 

夫は妻にとり最も尊敬すべき長上 (guru) として仰がれる。この語は

通常「師jと訳されるおので、上の奴埠 (sildrα) の場合と同じ様に、妻

の夫奉仕切αti-susr匂a)は弟子の部への恭j膜(guru-susr丘戸、-susril伊 1Jα〉

に詑較さ才Lる。24 更に又上層三時級の男子は師家入門を upanαyanα とお

して、重要な通過儀礼の一環となしていたが、女子の場合は「結婚」を以っ

てこれに替わるものとしていた。25

貞女の鑑 Sitaは同じく貞女 Anasuyaに答えて言う。

viditαmtumαmapi etαdyαtha nary亘h-patir guruh-(2) 

yαdyα'PY e~α bhαved bhαrta mαmarye vrtta-varjitαh 

αdvaidham upαuαrtαvyas tathapy e~αmαr，ya bhavet (R.2.110.3) 

私も、女子にとって夫は guruであると承知しております。仮令品行

悪くとも、只管私は彼に仕えねばなりませんむ

無条件、絶対服従の薄図がここに示される。26

(1-1-3)持と崇め、 guruとして尊ぶ夫の為には妻たる者、生命を撮って

も尽くさねばならない。妻は夫の為とあれば己が命を顧みず夫に奉仕する

を旨とし (p拍手丘泌mαVLgα1Jsnay説、夫の命令とあれば己を売り (bhartr-

krtatmα-vikrayangikarα)、他の人間としての義務に反しでも夫の言を

貴しとする (itara-dharmopamardenapi)0 'zl 

23 Cf. Hara 1980. 

24 Cf. Leslie 29-30， 322-323. 

25 Cf. Leslie 35-38， 322 

26斯かる貞女に幸福の女神 Sriは詣る。

satyãsu 孔.ityα可~pnyα-darsα:nãsu sα:ubhagya-yuktasu glιち.anvitasu

ひαsamin忌~rï郭 pati-vratãsu kalyãiち'ß-sílãsu むibhü~号:itむu (MBh. 13. 11. 13) 

正直で、常に愛らしく、魅力あり、謹高く、親切で、身噌みのよい貞女に私辻

宿る。 (Cf.MBh.13.11.10)

27 Cf. Leslie 305-312. 
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8 古代インドの女d注観(原)

etαddhipαramαf!1， narya}J， karyαm loke sαnatanαm 

prananα'Pi parityαuyayαd bhαrtr-hitam acαret (MBh.1.146.4) 

仮令命を捨てても、夫のためになる事を遂行するは、この世における

女の最高、永遠の義務。お

(1-1-4)女性は常に夫と共に在り、夫に捷j顕するのが本来の在り方であっ

た。

おsinasahαyati kaumudi sahαmeghenαtαdit praliyate 

pramαda}J， pati-vαrtmα-ga itipratipαnnαm hi vicetαna~r α'P~ 

(Kumarasambhava 4.33) 

月光は月と共に現れ、稲妻は雲と共に消え、女は夫に従い行くとは、

心なき者もこれを知る。

ここに月光、稲妻は女'!空名詞、月と雲は男性名詞である。

夫婦随伴はその神的塑型、 SivaとPiirvatiのそれに象徴されている c

uδ:g-arthav iva sαmprktau vag-arthαてpratipattaye

jαgαtα与pitαrαuva九deparvαti-pαramesvarau (Rαghuvαmsα1.1) 

言葉と意味の正しき理解の為に、その諒合、言葉とその意味の如き、

世界の生みの親たる両神に我礼拝なす。

ここに言葉は女性、意味は男性名詞であるf 言葉とその意味との関孫

ほめdarthα-sambandhα)は不可分とされ、それはしばしばインドの言語

哲学において議論の焦点となった。

妻は saha-dharma-ciiriruと称せられ、 patni(妻)は常に夫と共に祭式

28夫は合より大事と言われる。 pra1JRbhyo'pigariyan tαtrαbhartamαha-balα争

(R.7.486*4ab=24.28cd Bombay) 

29 Cf.瓦在eyer440. 
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古代インドの女性観(原) 9 

を執行する者の義であった(pαtyurno yαj元α-mmyoge--papirzi4J.33.)。お

(1-2)奉仕 (susriisii)

(1-2-1)男性には神事祭式の執行、苦行、誓戒、断食の実践等、功徳、を讃

んで死後天界に生まれる手立てが複数存在していたが、女性には夫への恭

]J頂奉仕以外に彼女自身による積善の道は存在しなかった。31

(1-2-1-1 )先ずマヌ法典には次の如く規定されている。

niisti strI1)ii苧 prthαgyαj元ona urαtα~ napy UPO$αl}sm 

patil'J1 susrii$ate yena tenαsuαrge mahiyαte (MS.5.155) 

妻に単独の袋犠はない。誓戒も断食もない。夫に仕える事によって

(のみ、死後〉天界において貴ばれる G

同様に、叙事詩に言われる Q

yαrjnαis tapobhir niyamair danαis ca uiuidhais tαtha 

uisi$yate striya bhαrtur nityαl'J1 pnyα-hite sthitih (MBh.1.146.24) 

女にとって、常に夫が喜び、彼の為になる事に専念するのは、各種の

供犠、苦行、誓戒、布施よりも優れる。

(1-2-1-2 )貞女 Anasuyaの婦女庭割に言う。

striyas tu euαl'J1 samastasya nαrαir dulJkharjitasya uαi 

pU1JyasyardhiipahiirilJYαJ:tpαti-susr昌子αyαiuahi (60) 

nasti strilJa庁~prthαg-yαjえo na sraddharp niipy upo子itαm

bhαrtr-susr丘sα:yawαitanlokan ist丘九 urαjαntihi(61) 

yad deuebhyo yαccαpitragαtebhyαh 

30 Cf. Kane 2.558. 

31 Cf. Mallison 31 and 42-3 note 4. Cf. also. 

bhiiryαikiipαti-bhiigyiini bhunkte pαti-pαrayαT)ii (IS.1026ef) 

bhαrtur bhagyαT[t tu nary ekii priipnoti puru子αrf}αbhα(IS.1027 ef) 
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10 吉代インドの女性観(原)

kuryad bhartãbhyarcana~ satkriyata(L 

tαsyapyardhα写1， kevalanαnyα-citta 

nari bhunkte bhαrtr・-susrusαyαiva(63) 

pati-pr，αsadad ihαcαpretya cαwαyasαsmnL 

nari sukhαmαvapπoti n丘ryabhαrta hi devαta (MP.16.67) 

女は夫がこの様に苦労して得た功徳の半分に、夫への奉仕によっての

みあやかる事が出来るのです。

女だけに特別の侯犠、祖先祭、断食というものはあ与ません。夫への

奉仕によってのみ(死後〉望ましい世界に行くことが出来るのです。

夫が恭}'I買の心を篭めて為す、神々、先祖、客人への供養の(功徳、の〉

半分に、夫を只管思う女が、夫奉仕によってのみ、あやかる事が出来

るのです。

夫を喜ばす事によって女辻この世でもあの世でも幸せに之とれるのです。

蓋し夫は女にとり神様ですから。

(1-2-1-3)夫への奉仕は、その足を洗う事に象徴されている。

na danai与sudhyαtenari nopαvasa-sαtairα'PL 

nαtirthα-sevαya tαdvαd bhαrtu(L padodakαLryαtha 

(18.3286= / =3285) 

幾吉の布施、断食、聖地巡礼によるも、女子は清められず、夫の欝を

洗う水による程にはf

のみならず、夫が足を洗った水を飲む事は、聖地における泳浴に等しい

と言われるf

(1-2-2)女性の場合、所語 tapasは夫奉仕によってのみ得られた。後述す

る如く貞女 Gandh忌n は Krsnaを呪うが、それに先立って次の様に言う。

32 Cf. Winternitz 36. 

33 Cf. Leslie 280. 
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古代インドの女性観(原〉 11 

pαti-susrusαyayαn me tαpα}]， kascid uparjitαm 

tena tuam duravaptatmαnsαpsye cakragαdadharα(MBh.ll.25.39) 

若し夫奉仕により、我に幾許かタパスあれば、それにて我は汝を呪わ

んf

二人の貞女 ArundhatiとSitaの対話の中で、 Sitaは次の如く言う。

pαti-susr扇子aniinnaryas tαpo nanyαd vidhiyαte (9) 

savitri pαti-susrusam krtva svαrge mαhiyαte 

tatha-vrttis ca yata tvα~pati-susrおαya divαm (R.2.110.10) 

女にとって夫奉仕以外に飽のタパスは定められていませんo Savitri 

は夫奉仕を為して天界で尊ばれましたむ同じ生話信条で貴方も夫奉仕

により天界に赴きました。

天界に到達した S忌ndiliを迎えて KekayaSuman忌辻次のように言う f

kena vrttenαkalya1Ji samacare抑 kenava 

vidhuyαsarvαてpiipiinidevαlokαm tvαm iigαta (3) 

hutasana-sikhevα tvα~jvalαmiina svatej，αsa 

suta tδriidhipαsyevαprαbhαya divαmagαta (4) 

αrαjttpsi cαυαstrar;LI dharαyαnti gαtα-klαma 

vimanastha subhe bhasi sαhasra-gu1)sm oj，αsa (5) 

34 Cf. 

α'Priipyαcαwαtαマl.kiimαT[l.maithili-saT[l.gαmekrtαm 

pativratiiyiis tαpαsii nunαmdαgdho 1 si me prαbho (R.6.3116*4-5= 

Bombay 6.111.23) 

pαtivratii dharmα-pαriiguru四 susr匂αl)Rrαtii与

tiibhih sokiibhitα'PtiibhilJ sα'Ptα/Jpαrα-vasαl!LgαtalJ 
(R.6.App.68.63-4=Bombay 6.111.65) 

35 Cf. Kane 2.567，立eyer427-42号， Leslie 282. 
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12 吉代インドの女性観(累)

nα tvαmαlpenαtαr，pasa dãnenα n~yαmenαuα 

~mαm lokαmαnupr丘pta.tasmat tαttvαmvαdasvαme (6) 

如荷なる行いにより、又如何なる善業により、妻女誌一切の穣れを払っ

て天界に来られたのですか。

御自身の威光によち焔の如く輝き、星宿の王(月)の娘のように光乃

輝きながら、貴女は天界に来られました。

震を寄せ付けない衣を纏いお、疲労を知らず、天車に乗れば又精気千

倍に輝いておいでです。

僅かなタパス、布施、戒行(の功徳)でこの堂界に来られる筈があり

ません。ですから真実の事を話して下さい。

Sandiliは答えて次の様に言った。

naha守1， kaf}ayα-vasαnan丘pivalkαla-dharuJI 

naca m仰向 na]<αtilabhiitva devαtvam agata (8) 

αhit丘n~ cα vakyani sαrVaJppαrUf}aTJ~ ca 

αr，pramatta ca bhartarαmkαdacin nahαmαbruvam (9) 

devαtanaT[L pitriがT[Lcαbrahmα1Jana1]1ca piijane 

αr，pramatta sadayukta svαsru-svαsura-:vαrtini(MBh.13.124.10) 

私は袈裟を着、樹皮を纏い、剃髪、結髪して天界に来たわけではあり

ません9

夫に対し、為にならない言葉や、粗暴な言辞を吐かぬよう、常に心掛

けておりました。

常に努めて神様、御先祖様、バラモン達を供養する事を心掻け、勇、

姑に心を篭めて仕えておりました。

更に彼女は夫より朝は早く起きて家事を整え、幻家の掃除その飽貞女の

36携帯品、着用品に塵を寄せ付けないのは、神の徴標のーっとされる。 Cf.Hopkins 

191557-58 (The signs of the Gods). 

37 Cf. Leslie 52， 65. 
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古代インドの女性観(原) 13 

日常に触れ、夫不在中の心得等、夫奉仕を具体的に物語る (11-19)。
.，..、，
」ー」ー

に袈裟、樹皮、剃髪、結髪i立通常苦行者の犠標とされるから、お女性にとっ

て夫への恭頼が苦行より大切であった事が説かれている。

(1-2-3)夫への絶対披従の構図は、その命令とあれば夫以外の男性にさ

えその身を委ねる事に究極するf その最も顕著者例辻在家 (grhasthα〉

の身で死 (mrtyu)を克服せん(grhαsth必 cavaje$yamimrtyum) との

誓 (pratij.元長)を立て、巨漬から妻Oghavati~こ己を与えても (α'Pyatmαnαh

pradanenα)客人に歓待の誠を (αtithi予言j心尽くすべしと説いていた

Sudar言anaの物語に見られる。一目、夫の留守中一人のバラモンが現れ

て客人歓待を乞い、彼女の肉体を求める。彼女は夫の呂演の言い付けを守っ

て彼に身を委ねた。帰宅した彼はそれを知っても喜怒哀楽の需を抑えて、

彼女の所行を讃えた G バラモンはその正体を顕し Dharmaとなって

(dhαrmo ' ham asmi bhαdram te jij瓦丘sarthαmtavanα.ghα: 78αb)、彼の

所行を讃えたと伝えられる。その関連章匂を引屈すれば以下の通ちであるむ

yαdiprama苧amdharmαste grhasthasrama-sαmmatα与

prαdanenatmano rajni kαrtumαrhαsi me priyam (53) 

若し汝が家長期の義務を貴しとなすのであれば、己を与える事によっ

て、余を楽しませろ。

sa tu raj，α-suta smrtva bhartur vαcαnαm aditαh 

tαtheti lajjamana sa tαm uvaca dvijar$abhαm (55) 

彼女は夫の言を想起して、恥しそうにこのパラモンに f宣しうござい

ます」と答えた。

sud，αrsanas tu mαnαsa kαrmar;a cak卵子agira

tyakter?yαs tyakta-manyus ca smαyamano 'bravid idαm (67) 

Suratα~ te ' stu vipragr.ya pritir hi pαramamαma 

38 Cf. Leslie 282. 

39 Cf. Leslie 311， 324. 
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14 古代インドの女性観{原)

grhαsthαsyαhi dhαrmo 'gryαJy， saTflpriiptiitithi-pujαnαm 

(MBh， 13.2. 68) 

Sudarsanaは心でも、行いでも、眼つきでも、言葉でも、嫉妬と憤

護を抑えて微笑みながら言った。どうぞお協しみ下さい。私は心から

満足しております。在家者の最高の義務は蓋し客人歓待に究極します

から。

(1-2-3) 夫奉仕はもとより女子の結婚を前提としているから、従って結

婚しない女子に天界の門は関ざされていた。有名な KuniG孟rgya意生の

美娘は意に遥う男性を得ぬまま数しい苦行に身を委ね、晩年痩せ細って飽

界を決意したが、彼女は未婚の款に天国に入る事を許されなかったD必

sii niisαhαdyadii gαntUTfl pαdiitpαdαmα'P~ svαyαm 

cαh昌ragαmαnebuddhimpαra-lokiiyαvai tadii (10) 

moktu-kiimiim tu tiim drstvii sαriram niirado 'bravit 

αsα苧skrtiiy碍 hαnyiiy碍 kutolokiis taviinαghe (MBh.9.51.11) 

最早一歩も歩けなくなった詩、彼女は他界を決意した。肉体を捨てよ

うとしている彼女を見て Naradaは言った。(結婚して)溝められて

いない処女にどうして天界など有り得ょうか。

彼女は自分と結婚してくれる者あれば、己がタパスの半分を与えるとの

条件で相手を募り、首尾よく聖伯 Pr砧針金gavatと一夜を共にする事を

得た。斯くして彼女は初めて天界を得たと伝えられる。尚女性浄化として

の結婚については稿を改める。

(1-3)女性のタパス

上に我々は、女子には夫への恭頗奉仕以外に独自に苦行、戒行をなして

自ら功穫を積む事はないと言われているのを晃たが、時にそれに矛虐する

40 Cf. 1¥在eyer155， Bosch 79 note 45. 
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古代インドの女性観(原) 15 

かと患われる章句も散見する G41

(1-3-1)その最も顕著な例は Draupadiのタパスとして言及されるもので、

彼女のタパスは夫達に勝利を賛したと言われるf戦いに敗れた Duryodhana

は、瀕死の重傷の床に在って過去を想起して言う。

yadacαdraupαdi kr?r:ui mαd-vinasayαdulJ，khita 

ugraT[L tepe tαpαlJ， kr符 abhartrr:uim arthα-siddhα:ye 

sthα7J4ile nityada sete yavad vairasya yatan亘(MBh.9.4.18)

苦悩を受けた黒肌の Draupadiは、夫達の大願或就のため余を減ぼさ

んと激しい苦行に身を委ねた。その浪みを晴らすまで彼女は常に露地

に臥していた。

同様に戦勝に酔う Bhimasenaは豪語して言うむ

rαjαsval丘マ~ drαupαdim a九αyαnye

ye capyαkurvαnta sadasyαvαstram 

tanpasyαdhvαmpa手dαuαirdhartara?tran 

ralJe hαtaT[Ls tαpαsayaj元αsenya与(MBh.9.58.10)

丹経中の Draupadiを連れ出して満産の中で彼女を裸にした Dhrta-

rastraの一族郎党が、 P孟nduの子等の手に掛かつて最期を遂げたの

も、所詮は Draupadiのタパスの致す所と、汝等知るべしc

但し、この場合女性のタパス辻忍耐に彩られ汗それは怨恨の形を取っ

ている。

(1-3-1-2) Sit孟の蔀身 Vedavatiは父なる聖弛 Kusadhvajaの意を体して

只管 Nar五ya.caを夫に持つ事を心に念じて苦行に身を委ねていたが、或

41 Cf. Kantawala 196498. 

42 Cf.五iltebeitel190.

43 Cf.豆ara1977-78. 
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16 古代インドの女性観{原)

る時 Ravanaに言い寄られ強引にその髪を掴まれたf その手を振り払っ

て彼女は復を呪う f

yαsmat tu dhαrsita cahαmαpapa capy aniithαuαt 

tasmat tava vad初 rtharpvai samutpatsyamy aharppunaJ:t (25) 

na hi おかα与striyapapαhantuTf1-tvaTf1-tu vise子αtα与

sape tvayi mayotsr$te tαpαsas ca vyα:yo bhavet (26) 

yαdi tv asti mα:ya ki守1， cit krtaTf1-dattαTf1-hutaTJ1 tαtha 

tena hy ayonijii sadhvi bhaveyam dhαrminah suta (R.7.17.27) 

我は罪もなく、頼りもなき身でありながら汝の犯す所となれば、汝

を殺さんため〈来世に再び)生れ変らん。悪しき者よ、されど汝は就

中、女によっては殺され得ぬ。将又汝をここに呪わば我はタパスを1資

委することとならんf されど若し我に善業、布施、祭式の功諒あれ

ば、それにて我は母の胎より生まれる事なく、行い正しき者の娘とし

て再生せんことを。

新く言って入火自殺を遂げるが、果たして彼女はこの誓通り次世に「畦

より生まれた SitaJ となって、名君 Janaka王の養女となったのである。

(1-3-2) 貞女のタパスは又後女達に vara賦与を可能ならしめたf 貞女

の誉れ高い Atriの妻 Anasliyaは Sitaの言葉に満足して彼女に varaを

選ばせる。

myamαir vividhαir aptal'[1， tapo hi mαhαdαsti me 

tat samsrityαbalaTJ1 site chαnd，αse tvaTJ1 suci-vrate (R.2.110.14) 

私は各種誓戒により大きなタパスを持っています。その力に拠って私

44 Cf.五ara1986. 

45 Cf. Meyer 23-25. 

46 Cf. Hara 1997 233. 

47 Cf. Hara 1997 235-237. 
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古代インドの女性観〈原) 17 

は貴女をお喜ばせ致しましょう。

これに対して Sitaは Anasuy忌が満足していればそれ以上荷も望むも

のはないと答えたから、 Anasuy忌は更に感心して彼女に諸々の贈物を与

えた。その中の神説、的化粧品 (a企ga-r長ga:R.2.110.17c)必ほ又Raghuva.rp.sa

12.27、14.14にも言及されるf

(1-3-3 )この也にも Anasuyaの神通力は各種の奇襲を成就した。

dαSα vαrsα-sahαsrlIl;i yayii tαr，ptαmmαhat tapah 

αnαsuyii-vrαtαis tiitαprαty長hiisca nirbarhita与(R.2.109.11)

彼女誌一万年嵩大なるタパスを修した。各種Anasuya誓戒により諸々

の障害は除去されたD

後述する M邑rka写cleyaPuraI).a 16の物語の也、彼女iまそのタパスにより、

七人の仙人が休浴出来る様にガンジスJIIをその庵に導いたと言われる。鉛

2 .貞操力

本邦の壷坂霊験記に見える貞女お里辻、盲吾の夫沢市の生命を救ってそ

の開設を賓し、又 R.Wagnerの楽劇 Tannh邑userの長女 Elizabethの獄

48 idαT[L divyαT[L varaT[L miilyαT[Lvαstrαm iibhαra1)ant Cα 

αえgα-riigαマ~Cα vαidehi mahiirhamαnulepαnαm (R.2.110.1の
49αnαsuyiitisr話enαPU1JYα-gαndhenαkiinanαm

sii cakiiriiえgαriigel}αPU$POCCαlitα-sαtpαdαm(RαghuvαT[LSα12.27)

sphurat-prαbhii-mα7J4αZαmiinusuyαm sii bibhrati弱 svatαmαngariigam

rαraJαsuddheti punαhsvαpuryαLSαmdαrsitii vαhni-gαtevαbhαrtrii 

(RαghuvαT[LSα14.14) 

50 atriibhi$ekiiyαtαpodhαniiniim sαptar$i-hαstoddhrtα-hemα-pαdmiim 

prαuαrtα:yiim iisαkiliinαsuyii trisrotαsal'!l tryαmbaka-mauli-miiliim 

(RαghuvaT[L釦 13.51)
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18 古代インドの女性観(原)

身は、教皇の杖に緑の枝を生ずる奇蹟を現じたが、インドに在っても貞女

の献身は様々な奇蹟を費した。その最も典型的なるものは、立忌rka吋eya

Purana第16章に語られる療痛の夫の命を救うため自の出を阻止した貞女

物語であるが、51 これらの奇襲を可能ならしめるものは貞操の徳にひそむ

神秘力に他ならなかったむ

然らばそれらはどの様な現象形態を取ったか、以下にそれらを文献の用

例に従って分類整理して行くであろう。

(2-1)先ず第一にその神在、力は貞女自身を守護するに資した。

samudravαrα1Jii bhumi与prakaravαrα手af[l-grham 

παrendr丘uαrαpα desascαritravαra手d与striyα与(18.6862)

大地は海により、家は塀により、国は王によ号、婦女は員操 (caritrα)

によって被護されている。

既述の Sudar・sanaとOghavatiの物語に於いて Dharmaは言う。

rαk?ita tvad-guμ l，r eヂapati-vrαtιgU1J-αistαtha (MBh.13.2.81αb) 

汝の徳と(彼女の)貞節の徳により、この女は護ちれてあち。

後述する貞女 Damayantiを守ったものも「貞女の威光J( sati-tejas) 

に他ならなかった。

sαti-tejas ca marge tam arαksαd vane lubdhαkah 

bhαsmi-krto 'hes tratay丘f[l-tαsyaf[l-gatα-mαnaJ:， k戸手伝

(KSS.56.326) 

道中、彼女を守ったのは貞女の威光であった。と言うのも森の中で蛇

〈の恐怖〉から彼女を救った猟人は、(変心して)彼女に懸想した時忽

51 Cf. Winternitz 1907 472， Hazra 231. 
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古代インドの女性観(原) 19 

ち灰と化した故である。

誘拐者 R孟vanaは Sitaを犯す事は出来なかった。彼女は自らの貞操

「力J(tejas)によって護られていた故である。

Lmamαr，pi visiiliik$ï~ rak$itii~ svenαtej，αsii 

riivαno niitivartetαveliim ivαmαhodadhih (R.6.106.15) 

己が(貞操)力によって護られたる、自良麗しき彼女を豆avanaの犯

し得ざる事、大海の渚を超える事なきが如し。

不本意にも Sakuntalaを拒絶した Duhsantaは後悔しつつも、彼女の

安全を確信して次の如く言う c

uα:yasya， kα与pαti-vratiiT(L tiimαnyα与pαriimiir?tumutsahαte 

(81αkuntαlii 6.10.4) 

友よ、夫に貞節な姫に、誰が手を触れ得ょうぞ(辻直四部訳)

夫の火神 (αgηi)が祭式の庭に七人の他人の妻を見て欲情を催した時、

妻の缶詰丞は七仙の妻の形を取って次々に火神と交わって夫を満是させ

たが、彼女はしかし Vasistha始の妻 Arundhatiの形を取る事は出来な

かったと言われる。それは被女のタパスとその夫への恭}壊の致す所であっ

たf

divya-rupamαrundhαtyiilJ， kαrtum na sαkita~ tayii 

tαsyiis tapαlJ，-prabhiiver:_w， bhartr-susru$a7J，ena cα (MBh.3.214.14) 

彼女は Arundhatiの持々しい姿を取る事は出来なかったむ彼女のタ

52 Cf. Leslie 313. 
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20 古代インドの女性観(震)

パスの力により、又{夫への)恭順の故に。お

(2-2)呪誼 (1) 

先に貞節献身こそ女性のタパスと言われているのを見たが、拾も苦行に

よってタパスを積んだ、苦行者が、一旦緩急ある時現誼を己が武器として自

己の保全を謀ったように、副貞女はその貞操を己が武器としていた。新く

して貞女は夫への奉仕によって得たタパスにより、邪念を以って近づく不

蓮な輩を斥吟る事が出来たが、それはしばしば呪誼の形を取ったf それ

は又「真実語jの主題と密接に連動している。

(2-2-1 )貞女 Darnayanti~ま不玲な猟人を呪誼により殺害した。

dαmayαnti tu tam dustαmupαJαbhyαpαti-vratii 

tivr，α-rosα-samiivi$tii prαjα'Jv品levαmanyunii(34) 

sα tu piipα-mαtilJ， k$udralJ， prαdharsαyitum iiturαh 

durdhαr$iil'Jl tarkayiim丘sadiptiim agni-sikhiim ivα(35) 

damα'0'anti tu dulJ，khiirtii pαti-riijya-viniikrtδ 

αtita-viik-pαthe kiile s必 α'Painal'JlrU$ii kila (36) 

yathiihα~n切手αdhiid αnya~ manasiipi nαcintaye 

tαthiiya~ patatii~ k予udralJ，pαriisur mrga-jivinα争(37)

ukta-miitre tu vαcane tay丘samrga-jivαnα与

vyas吟pα'Patαmedinyiimαgni-d，αgdhαivadrumα与(MBh.3.60.38)

真女 Darnayanti~主役の稼わしい意図を知って激しく怒り、噴概の余

り燃え上がらんばかちであった。

一方この恋に楢む小人は彼女を犯そうと邪念を抱いたが、燃え上がる

53 Hanumatの誕生物語の中、患神辻彼の母 Anjanaに近づくが、彼女はこの神

を威嚇して次の如く言う。

sa tu tαtraivαsαmbhranta suvrtta vakyαmαbravit 
eたα-pαtni-vrαtamidαmko nasα.yitum'icchαti (R.4.6丘16)

行い正しき後女は、その場に立ち諌んで、次の様に言った。何人が貞女の誓を壊

さんと欲するか。

54 Cf. Hara 1997. 

55 Cf. Smith 266 and Hopkins 1932319-320. 
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吉代インドの女性観〈原) 21 

結のような彼女を(見て〉犯し難いと観じた。

夫も王国も喪った彼女は、最早説得和解辻不可能と観じて、怒りによっ

て殺を呪註した。

f私はナラ王以外の男性を心ですら考えた事がない。さればこの卑し

い猟人は息絶えて倒れよj

彼女がこの言葉を発した途端、かの強入は火に焼かれた樹木の如く大

地に倒れて息絶えたf

(2-2-2) 数多貞女に懸想して、その夫達を殺害し，略奪を事とした Ravana

は、これら貞女達の呪いによって身を減;ました057

(2-2-2-1) 先ず Ravana死して、妻 Mandodariは嘆いて言う。

yiis tvα:yii vidhαvii riijan krt長nαik丘hkuZ，α-striyαh 

pαti-vratii dhαrmα-pαrii guru-susru$αne ratiih 

tiibhi与sokiibhitαptiibhily， saptαly， para-vasiαTJ1-gαtah 

tvα:yii viprakrtiibhir yat tadii sαr，ptaT[L tαd iigatαm 

(R.6.App.68.62-65=Bombay 6.111.64cd-66αb) 

王よ、貞節にして行い正しく、長上奉仕を旨とせる数多の良家の子女

を貴方は寡婦たらしめたむ彼女達は悲嘆に暮れて呪った結果、貴方は

散の手に落ちた。貴方に虐待された女達の呪いがここに実現してしまっ

56 Cf. 

hαthαm cic ciiticαkriimαnαdi-sαila“uaniitauih 

niiticakriimαbhαktim tu sii bhiirtαri kathαmcαnα(325) 

sαti-tejas cα miirge tiim arakf?αd uane lubdhakαlJ 
bhasmi-krto 'hes triitiiyiil[L tαsyiil[L gαta-maniih ksα1)iit (KSS.56.326) 

57 Dasakumaracaritaの最終章にも次の如き章匂がある。

αho miihiitmyαl[LPαtiurαtiiniim.…/ yo 'sy吟 pαtiuratiiyiilJsiisαnam 

atiuartate sa bhasmαiua bhauet (Dasakumaracarita 274.1-5) 

おお、貞女の威力大な号。かの貞女の命令を官す者は灰と化さん。

Cf. also 

sα euiiyαm asi-prahiirαl}p呉piyasαstαuabhauαtu， Yαdyαsmi patiuratii 

(Dasakumゑracarita273.2-3). Luders 501. 
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22 古代インドの女性観{原)

たのです。お

(2-2-2-2) 同様な場面が最終巻に語られる D

yαsm昌de?apαrakyasu st託子urα'Jyαtidurmαti与

tαsmad dhi stri・.krtenaivavadhαT{Lprapsyαti rava1)α与(15)

釘ptα与stribhi与sα tutαda hatα-teja与sunL子:pr，αbhα与

pativrαtabhiJ:t sadhvibhiJ:t sthit丘bhi与sadhu-vartmαni(R.7.24.16) 

仁愚かにも他人の妻に懇想なせば、これなる Ravanaは将来女の手に

掛かつて命落とさん」と行い正しき貞女達に呪われて、その時設は気

力失せ、輝きを失ったcm

(2-3) 呪詑 (2) 

自己防衛のみならず、員女は不正不義に怒れば、現誼によってその狸入

を焼き殺す事が可龍であった。

(2ふ 1) 武士道に惇る仕方で従兄弟 Duryodhanaを討ち取った P邑呼ava

の長兄 Yudhisthira，ま伯母 Gandhariの仕返しを精れる。

cintαyano mαhabhagam gaπdhariT{L tα'Pasanvitam 

ghore.手αtapasayuktarrt tr，αilokyαmα'Pi sa dσhet (10) 
usya cintαyαmanαsyαbuddhih samαbhαυαt tαda 

58 Cf. 

pαtivrαtayas tαpαsan如 αmdαgdho' si me prαbho (R.6.111.23cd Bom-

bαy) 
開尚、 Sit丞の呪い (sattosi) を蒙った Rãva弓a~土豪語噸笑なして次の様にも言

つ。
hαhαhα，αhopαtivrαtayas tejα与
yo 'hαmutpαtito vegan na d，αgdhα争surya-rαsmibhi争

αsyaJy，pαrimitαir dα:gdhα与釦pto'sity ebhir ak抑 raiJy，

(Pratimaπδtakα5.20) 

deva与sendradαyobhagna danavas cαmαyarα7J.e 

so 'hα1'[1， moha1'[1， gαto 'smyαdyαsitayas tribhirα匂αrαi与
(Abhisekαnatαhα2.18) 
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吉代インドの女性観(京) 23 

gandharya与krodhα-diptαyaya与pilruaT'[LprasαmanαT'[L bhαuet (11) 

sa hi putra-uadhαT'[L srutua krtαmαsmabhir idrsαm 

manαsenagnina kruddha bhαsmαsan nah kαri$yati (12) 

初 thαT'[Ldu与khαmidαT'[L tiura苧 gandhariprasahisyati 

srutua uinihataT'[L putraT'[L chαlenajihma-yodhinαm (MBh.9.62.13) 

fひょっとして彼女は三界をも焼き払うかも知れないj と、福徳大に

して、タパス、それも恐ろしい程のタパスを具えた Gandhariの事

を案じていると、その時役に一つの考えが浮かんだ。「先ずは怒りに

燃える Gandhariを宥め、(その懇りを)鎮めねばならぬ。

というのも彼女はこの様な〈道ならぬ〉仕方で我々がその恵子を殺し

たと開いたら怒り、その心の火によって我々を灰と化し兼ねない。

正攻法を言としていた息子が姦計によって殺されたと聞いたら、如何

にして Gandh忌n はその激しい苦痛に酎え得ょうかF

(2-3-2) 彼の予想通り、彼女は天眼を以って具に戦いの隷子を見ていた。

euαm uktua tu gandhari kuril苧amauikartαnαm 

αpαsyat tαtra tisthanti sαruα~ diuyenαcαksusa (1) 

patiurαtamαhabhaga samanα-urata-carI1:li 
ugreTJs tαpαs丘yuktasatatαT'[L satya-uadini (2) 

uαra-danena kr符 αsyamaharse与pu手yα-karmαTJs与

diuyaゴ元ana-bαlopetauiuidhα~pαryαdeuαyαt (3) 

dαdαrsαsa buddhimαti dilrad α'P~yαthiintike 

rα7JaJLrαT'[L nr-uira7Jam adbhutαT'[L loma-hαrsαTJsm (MBh.11.16.4) 

新く言って G忌ndh忌nはその場に留まりつつも、天践によ与 Kuru

族の殺裁の様を具に見た。

福徳大なる貞女にして全ての誓戒を実践なし、恐ろしいタパスを具え、

常に不妄語を旨となし

60 giindhiiryii hi mαhiibiiho krodhα~ budhyαsvαmiidhαuα 
sii hi nityα守1.mαhiibhiigiitapαsogrelJil kαrsitii (MBh. 9. 62.22) 
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24 古代インドの女性観〈原)

浄行の大仙五rsnaより varaを授かり、神秘的知力を具えていた彼

女は(これを克て)甚く嘆き悲しんだ。

賢い彼女は遠方なるも手近にある如く、英雄勇士達の身の毛もよだっ

戦いの様を見た。

(2ふ 3)後、彼女は Krsnaと相見えて次のように呪誼を発した。

pati-susr昌子α:yiiyan me tapαlJ kiマ1，cidupiirjitαm 

tena tviif!1， duraviipiitmaえお'Psyecα.krag，αdiidhara (39) 

yαsmiitpαraspαraf[1-ghnanto j初 tα:ya与kuru-p匂 davii与

upek?itiis te govinda tasmiij fえiitinvαdhi子:yasi(40) 

tvαmα'PY upasthite vαr戸手αt-trif[1-semαdhus長danα

hαtαゴ元iitirhatiimiityo hαtα-putro vαne-cαrα与

kutsiteniibhyupiiyenαnidhanaf!1， samaviipsyαsi (MBh.ll.25.41) 

夫奉仕により我に幾許かタパス獲得されてありとせば、我はそれにて

汝を呪誼せんf 汝辻クルとパンダヴァの一族が互いに殺し合うのを

等閑視せるにより、汝も亦将来親族を殺害せん。

今より 36年後、親族、家臣、息子等殺されて森を独り訪律う問、汝も

非業の死を遂げん事必定。

果たして大戦後36年呂、員女の呪誼が実現して、一族の殻滅を見たこと

は叙事詩16巻に語られる通ちであるf

61 Cf. 

pαtiurata dharma-rata guru-susr均α7JRratめ
tδbhi与sokabhitαptabhi/Jsaptα与parα-uasαT[Lgαtα与(65cd)

tuα，ya uiprαkrtabhis cαtαdasαptαstαd agatαm (R. 6.111. 66ab Bombα.y) 
62ー窃の呪いには対処護法あるも、母の呪いに逃げ道なしと言われる。

saruesam euαsapanaT[L prαtighato hi uidyαte 

na tu matrabhisαptanaT[L mok$α}J uidyetαpαmαgめ
はJBh.1. 33.4=/=IS. 6956) 
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古代インドの女性観{原) 25 

(2-4) 報復

殺害に至らずとも、貞女に邪念を抱く者は彼女のタパスの致す所、棺応

の罰を受ける。 G忌lavaとGar・udaとはまsabha山の頂にタパスを具えた

(taponvit品 5.111.1)バラモン女自邑平七五liを見、彼女に歓待されてそこに

一夜を退ごしたむ夜半目覚めた再入は Gar・udaがその翼の落ちて肉塊と

化したのを見て驚き立つは誇る。 Galavaは Garudaに訊ねて言う G

kiTf1 nu te manasa dhyatαmasubhαmdharmαd均勾am

nα hyαyαmbhavαtαh svαlpo vyαbhicaro bhavisyαti (7) 

君は荷か道に淳る不浄な事を心に搭いたのであろう D 蓋しこの様な事

辻少々な過ちで起るものではない。

Garudaは貞女誘惑を心に措いた事を告白し、彼女に赦しを乞う。彼女

は事の次第を説明し、彼の乞いを容れ元通りに翼を生やしてやったと伝え

られる。

ninditasmi tvαrya vαtsa nαcα nindam ksαmyiimyαhαm 

lokebhyαl}.， sa paribhrasyed yo maT[l， nindetαpapa-krt 

(MBh.5.111.13) 

景方は私を軽んじた。そして私は(この)軽蔑に甜えちれない。私を

軽んじる怪しからぬ男は、〈芽出度き)世界総を喪失する。“

(2-5) 貞女の涙

上に不当に辱められた員女が怒って呪題すれば、彼女はその対象を焼き

殺すとなしている章句を見たが、同援に真女の読すj戻は、それが地に落ち

れぜ火花と化すと言われる。概してインドに在って「海し涙jは熱いと言

われるがY貞女の涙はその中でも熱さ格別となる道理である。

63 For the meaning of lokα， cf. Gonda 1966. 

64 Cf. Dumezil豆 318.

65 Cf.. Hara 1998. 
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26 吉代インドの女性観{震)

有名な Kal訟丞!?apadaの物語にあって彼は森に交接中のバラモン夫妻

を見、空腹のまま無惨にもその夫を食べた。それを見た妻は涙を流しつつ

呪誼を発し、挙句の果てに彼女は彼の面前で燃え盛る焔の中に身を投じた。

tαsyalJ， krodhabhibhutaya yαd asru nyapatad bhuvi 

so pgni与samabhαuαddiptαs tαT[L ca desαT[L vyαdipayat 

(MBh.l.173.15) 

怒りに襲われた彼女の涙は地に落ちた。それは火となって燃え上がり、

その場を焼いたf

貞女 Si拾を涙させ、その結果自滅した主計anaを嘆く Mandodariの

言に次の様に言われる。

prαvadα与sαtyGmeuayGF7z tud17zprαti prayαso呉市α

pativr，αtanaT[L nakαsmat patαntyαsru1Ji bhu-tale 

(R.6.App.68.66-67=Bombay 6.111.66cd-6Zαb) 

貞女の涙は理由なしには地に落ちないと言う諺が、恐らく貴方の場合

本当になってしまったのでしょう。

(2-6) 貞女の手

狼籍者が貞女を犯そうとしてその髪を揺んだ時f貞女の手は剣と化し、

髪を切って彼を振り払う。 Sitaの前身 Vedava誌は R邑vanaよち逃れ、

狂される以前に入火自殺を遂げた。

evαm uktαs tαya tatra vedlαυαtya nisacαr.ah 

murdhα'Je戸版記 hαnyaT[Lkaragre1Jαparamrsαt (26) 

tαto ved，αvati kruddha kesan hαstenαsacchinαt 

αsir bhutva karαs tasyah kesams chinnams tαdakarot 

66 Cf.五!leyer234. 

67 Cf. Hara 1986 76-77. 
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(R. 7.17.27 Bombαy) 

Vedavatiによって、新く(拒絶の言を)言われた羅剰誌、その時手

先でこの乙女の髪を揺んだ。

怒った Vedavatiは手で、髪を切った。彼女の手は剣と化して髪を切顕

したのである。

(2-7) 蘇生

上の殺害とは裏腹に、貞女は死者を蘇らす事が可詣であった。貞女は夫

を死神の手から奪い、共々天界に赴くと言われる。

vyala-grahi yatha vyalαmbαlad uddharate bilat 

evam utkramyαdutebhyαly.pαtim svαrgα写~ vrajet sαti 

yαma-dutalJ， palayαnte tam alokya pαti-vrαtam 

(SkandiαPurar;a， BrahmakhαpdG，Dhumdmzzyα chαpter 7.54-55) 

恰も蛇使いが蛇を力ずくで穴から取り出す様に、貞女は夫を(死神の〉

使者達より取り上げて天に赴く。関魔の使者達はこの真女を見るや逃

げ出すf

(2-7-1) ここに貞女は貞操力により生殺与奪の権を有していた事となる

が、蘇生の最も顕著な用傍は存名な S忌vitri姫物語に見える。但しそれ辻

余りにも有名であるのでここでは言及せず、一つだけ他の用例を挙げるに

留める。貞女 Anasuy邑物語において、彼女は夫奉仕の真実に賭けて、事

切れたバラモンを蘇生させた。

na u1，子adαstvaya bhαdre kartavyαly.pαsyαmebαZαm 

pαti-susr丘sαyavaptαmtαpαsahkimcIl吟 αte(80) 

yαtha bhartr-sama~ nanyαmαpasyα~puru?勾~kvacit 

rupαtα与saαtobuddhya van-madhury丘di-bhuヂαpαi与(81)

68 Cf. Kane 2.568. and 18.6329， Cf. also Leslie 294 notes 48 and 49. 
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28 古代インドの女性読(原)

tenαsatyenαmproシα1'[tvyadhi-mukta}J， punar yuva 

prapnotu jivitam bharya-sahaya与 saradaマ~sαtam (82) 

yαtha bhαrヤ-sama1'[tnanyαmαha1'[t pasyami daivαtαm 

tenαsαtyenαmproシα1'[tpunαr jizJαtu an吾mαyαh(83) 

karmα1)flmαnasa vaca bhartur aradhαnα1']1 prati 

yatha mαmodyαmo nityαmtαthayα1'[t jivata1'[t dvij，α与(MP.16.84)

お嘆きあるな、久しき夫への奉仕により私の得たるタパスの力を晃た

まえc

容姿、品行、知性、言葉の優しさを初めとする諸々の美点で、私は夫

に等しき男を見た事がない。

この真実に賭けて、これなるバラモンは病癒えて若返り、妻とともに

更に百年生き永らえん事を。

私は夫に等しき神を見なし玉。この真実に賭け、これなるバラモンは生

き返り、無病息災たれ。

私は身口意三業に豆り、夫崇拝に絶えず努めて来たれば、これなるバ

ラモン誌生き返れD

(2-8) その他の神通力

(2-8-1) 透視力(Clairvoyance) 

上のちをBh.11.16.1に見た通号、貞女 (pati-vrata) は天眼 (divyα-

caksus)を有して、遠隔の出来事を呂の当り透視する事が可龍であった。

有名な貞女物語 (pativratopakhy伽 α)において、来訪したバラモン苦行

者 Kau三ikaは、卑しい身分の夫への奉仕をバラモン歓待に優先させた貞

女にその不敬を怒るが、彼女は彼に返事して言う。

αsmims tv atikrame brahmαπ ksαntum arhαsi me hαghα 

pαti-susr長sαy昌dhαr・moyαhsa me rocαte dvijα(28) 

daivαtesvα'，pLSαrvesu bharta me daivαta1'[t param 

αvise子eQ-αtαsyahα1']1kurya1']1 dhαrmα1']1 dvijottαmα(29) 

susr匂ayめphα1αmpasyαpatyurbrめmα抑 yadrsam
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baliika hi tvαya dagdha rO$at tad viditaf'!t mαmα (MBh.3.197.30) 

バラモン様、この失礼をどうかお許し下さい。(夫への〉恭願奉仕に

よる功徳こそ私にとって(ー香〉大事なのです。

一窃の神々の中で、夫こそ私の最上の持。私は彼の功徳、にあやかりた

し¥0

バラモン様、夫奉仕の功徳がどの様なものであるかご覧下さい。妻方

が怒って離鶴を暁んで嬢き殺した事を私はちゃんと知っていますf

(2-8-2) 匿身菊

逆に貞女は又汚らわしい男から己が身を隠す事が出来た。 Pau~ya の妻

を見る事を得なかった Utta主kaは PaUf?yaにその理由を毘かされる。

sαTJ?-prati bhavan ucchif}tα与Ismαrα tavat I nαhi sa kf}atriya 

ucchキten丘8ucinava sakya drαstum I pati-vrαtatvad e子anasucer 

d包括αnamupαiti(MBh.l.3.112) 

今や貴方は穣れている。考えてみろ。かの貴購入は譲れて不浄な者に

は見えないのだ。貞女なればこそ、彼女は不浄な者の眼には入らな

し￥076

既述の SudarsanaとOghavatiの物語でも貞女を見る事は出来ないと

言われる。

nα casti sαktis trαilokye kαsyαcit puru手ottαmα

pαti-vrαtam imam sadhvim tavodviksitumαr，py utα(MBh.13.2.80) 

汝の(妻〉、この気高き貞女を見 (udviks-)得る男は三界広しと難も、

誰一入なし。

(2-8-3) 太陽不昇

69 Cf. Leslie 308-309. 

70 Cf. W ilhelm 13ff. 
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貞女の神秘力行使の中で最も有名なものは Marka1)CleyaPura明 16.14-

90に語られる Anasuy忌の物語である。それによると、不運の苦行者 A手

Ma平手avya71によって日の出と共に夫 Kausikaは絶命せんと現われた役の

妻は、夫の命を護るためにその貞操の力によって太陽を 9B需昇らしめな

かったと言われる。困惑した神々は同じく貞女の誉れ高い Anasuyaに依

頼して、辛うじて太陽を昇らす事が出来た。72 この奇蹟を R忌maya苧 2.109.

12は Si込が Atriの妻 Anasuyaに紹介される件で第単に言及している 073

dαSαuαr子aT}Yαnavr?tyadagdhe loke nirαntaram (9) 

yaya mula-phαle Sr$te jahnαmcαpravαrtita 

ugre手αtαpαs品yuktanむfαmαisc吾'PYαJα17zhrtd(10)

devα-karyα-nimittαfJ1， cαyaya safJ1，tvαrαmanaya 

dα6α-ratrafJ1， krta ratri与seyαfJ1， mateva te 'naghα(R.2.109.12) 

十年間、皐麓により世界が全く枯渇した時、散しいタパスを具え、諸々

の戒行に飾られた彼女は球根や果物を創造し、ガンジスJIIに水を湛え

たf この貴女にとって母の如き彼女は、神々の為に急ぎ十夜を一夜

となした。

この Marka吋eyaPur勾aに物語られるものは長文に亘るので、その

全訳を他吾に期する。

(2-8-4) 太揚転落

置き熱の太陽の下、渇に'悩んだ員節な王妃 Rupavatiは遂に領!れるが、そ

の時怒りのままに被女は太陽を説んだ9 院まれた太揚は地に落ちるf 夫

71 For this sage， see Kantawala 1995 120-139 and Wezler. 

72 Cf.瓦d:allison29 note 4. 

73 Mata企gaJataka (497)にも、苦行者の呪いを実現させないために、賎民

Ca掃討aが太陽を上らしめなかった話がある (sattαmedivαsesuriy-uggαmαπαf!1

niviiresi J. 4. 388. 24. ) 

74この皐魁持の奇蹟は Raghuva:rp.お 13.51にも言及される。

75 Cf. Mallison 29 note 3. 

噌

E
よハ

υ
n
，u
 



古代インドの女性観(原) 31 

王は地に落ちた太揚と会話して落下の因を訊ねる。太揚は事の経緯を物語

り、王妃の徳を讃え、王に水器 (jal，α-b加jmα:79) と靴と日傘を与えた。

王妃は水を飲んで意識を取り戻し、太陽に無畏 (αbhαyα:92) を号えて

天上に帰してやったと伝えられる。

ity uktvii patitii devi vihvalii du争khα-piditii

pαtαntyii ca tαyii suryo王寺内stovihval，αyii tαthii (67) 

yαすcchayiipatαntyiitu suryα与kopenαvik?itα与

tato vivasv丘nbhagαviiπsamtr，αsto g，αgαne tαdii (68) 

divαl'JL muktvii mahii-t句d与patitodhαrαl)i-tαle 

(ViαriihαPuriir;a 208.69ab) 

〈水を下さい)と(夫王〉に告げて、王妃は寂れ果て、苦しんで倒れ

た。悩める彼女は倒れつつ太陽を見た。

得々、怒りに割れつつある彼女によって現まれた太陽は、その持天空

に在って恐れ戦き、光輝燦然たるまま天よち地に落ちたG

(2-8-5) 天界震搭

女性の貞操力は又天界を震搭せしめたと神話辻伝えている。悪魔己忌na

は天界を脅かし震援せしめたので、神々は Siva神に助けを求め悪魔撃滅

の方途を訊ねる。神は聖他 Naradaを呼び、天界震搭の国が彼等悪魔の

妻達の貞操力に在るから、須らく彼女達を心変わりさせ、その貞操力を喪

失せしめるよう命ずる。

tii bhartr-devatお tatrαstriyαsciipsαrasiil'JL samめ
低減l'JLυαitejαs品 viprabhramαte tripural'JL divi (17) 

tαtrαgatvii tu viprendra matimαnyii1!1 pracodαyα 

(MαtsyαPurii1Jα187.18αb) 

天女にも等しいそこの女達は夫を神と崇めている。彼女達の〈真操)

力によ乃天上のこの都は震動するのだ。

そこへ行って汝は{彼女達の〉心を誘惑〈して堕落)せしめよ。
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勅畏み Na.radaは、女心を討たんと (strI1}iiTJ1hrdayα-nii弱ya19)悪

廃の都に至り、首這よく総ての悪露の女達の心を翻えさす事に成功して

(euam tiisiim mano hrtu吾郎ruiisiiTJ1tu pati-uriitiit 51)天上に帰った。

貞操を喪失して彼女達は力 (tejas)を失ったと伝えられる (pα丘町uratiituam

utqjyGtdsdrp tejo gαtαTf1-tata争52)認。

(2-8-6) 死神恐d陣

死神 Yamaの使者も貞女を惰れケ旦つは彼女を尊敬する。貞女は又

「死の扉を見る事なしJ(mrtyu-duiiraTJ1 na pαsyati) と言われる。

ekα-drstir eka-mαnii bhartur uαcαna-kiirini 

tαsy長 bibhimαhesarue ye tathiinye tαrpodhanα(5) 

deuiiniimαrpi sii siidhui p長lyaparαmα戸 sobhα減

bhartrii ciibhihitii yiipi nαprαtyiikhyiiyini bhauet (6) 

視線一筋、心一筋、只管夫の言を為す女、彼女を我等は飽の人々と同

じように凡て怖れる。

夫に言かれれば、曽ってそれに逆わらぬ、気高き真女は神々にも尊敬

される。

esαmiitii pita bandhur e$αmedlαwαtaTJ1 pαram 

euα守1， susr均αteyii tu sii miiTf1-uijαyate sαd丘

pαt訂~-υ肘rαωtii t印uyiis必iid，必'huばit“αSり:ya“sc低d訪h郎αmη1， k々rt拾丘続え彰jαali抗h(9) 

bh αart厄t吾iir訂示r陶~al

(v;均αr厄d訪h加αPuriiιnaω207.10伽αb剖) 

ri度は母なり、父なり、親族なり、神なり jと〈なして)(夫に)奉仕

する女は、常に我に打克つ。

夫の事のみ思い、夫に就き従う貞淑なる貞女に余は合掌なす。

76 Cf. Kantawala 1964 98-99 and 282， and O'Flaherty 184. 
77 Cf. ]¥在allison29 note 2 and Leslie 294. 
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(2-8-7) 火も又涼し

(2-8-7-1) 存名な貞女 Sitaの神明裁判に於いて、78 彼女は燃え盛る火の

中に入っても焼かれる事なく、火神は姿を現じて彼女の潔白を証した。そ

の関連部分を邦訳すれば以下の通りである。入火に先立って彼女は火神に

懇請する。

yαtha me hrdaya~ nityα~nãpαsαrpαti raghαviit 

tatha lokαsya siik$i me sarvatα1; patu piivakαh (R.6.104.24) 

我が心は常に(夫)R忌rnaより離れ行く事なければ、世の吾撃証人

たる火(神)は我を一切より救い給え。η

火神は彼女を擦に抱いて姿を現し、彼女を夫 R忌rnaに引き渡す。

αbravic ca tadii riimαm saksi lokαsyapiivαhαh 

eテate riimαuαidehi piipαmαsyanαvidyαte (R.6.106.4) 

その時、世の自撃証人たる火(神)は Rarnaに言って日く。これな

るは Si泊、彼女に如何なる罪とてなし。

(2-8-7-2) 羅利王 Ravanaが Hanurnatの呈に火をつけて市内を連れ回

した持、それを耳にした缶詰は只管火神に念じて次の様に言う。

yαdy asti pαti-susrUfia yαdyαsti cαritαmtαpa与

yαdi ciisti ekα-patnitvαTfL sito bhαuαhαn丘mαtα与(R.5.51.24)

若し私に夫への恭JII買(の徳)あれば、又タパスあれば、将又私が忠実

なる妻であれば、(火神よ)Hanurnatに対し冷たくあれかし。

78 Cf. Meyer 525. 

79 Cf. Lariviere 35 and 128:αthαuii suddhα-bhiiuesu sito bhαua hutiisanα 

(Divyatattva 201cd). 
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34 古代インドの女性観(原)

果たして火神はその尾を焼く事がなかったと言われる (prαdipto'gnir 

αyαTfLkαsman na maTfL dahati sαrvatα与29)。

(2-8-8) Chasti ty lndex 

婦人の貞操に宿る力の問題は、殖の民族の物語、伝説にも共通して晃出

される Chastity lndexの主題と連欝するomそれは当然の事ながら又不貞

の問題に連なっている G

(2-8-8司 1) 昔、海の真中に Ratnakutaと名づける島があり、そこに Visnu

教信者の Ratnadhipaという王が住んでいた c 彼は世界制覇の野望を起

こし、世界中の王女を己が後宮に入れてやろうと一念発起、心に神を念じ

て苦行に専心した。その平斐在って一夜、神は夢枕に立ち御宣託を賜った。

iKalingaの地に伯人の呪いを受けて白象と化している Gandharvaあり、

その名 Svetarasmi。詰世の苦行、余への信心故に空中飛行、前世想起の

力を在す。汝この象に乗り空中を在けば、諸王降伏して夫々汝に己が娘を

提供せん。余はこの{牛を夢枕に立ち、象にも伝え置くJとむ

果たして翌戟白象天を駆って現れ、それに乗るや忽ち世界髄覇の夢叶い、

8万の美女ほ次々にその後宮に入った。一目、王は常の弾く象に乗って諸

島を巡り都に帰還の途次、霊鳥に襲われて象は地に落ち再起不能となる。

5日間食を得ず途方に暮れた王詰神々を念ずるに、天上より声あり「唯一

つ方途あり、貞女が象に手を触れなば却座に起き上がらんjと。王法歓喜

して先ず王妃にそれを命ずるが、案に相違して王妃が象に手を触れても一

向に効果なく、象泣立ち上がらなかったc 王は更に後宮の美女8万人に象

を触れさせたが、指象は起立せず、衆人監視の許に王宮に一人も貞女のな

い事が露見して王詰深く聡じ入ったG 最後に王は都の女を全員召集してこ

れを試みたが、更に効果がなかった。王の嘆く毘に近襲撃の島から一人の女

性が現れて象に触れ、忽ちそれを起立せしめたという。人民達はこれを見

て言った。

80 Cf. Tawney-Penzer 1 165-168. 
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imas ta viralah kas cid evesvαropαmah 

sαrgα-palana-8a~hara-samartha j.αgαto 'syαyah (KSS.36.41) 

自在神の如く、世の生住滅を自在になす貞女辻蓋し稀なり。

不貞女の数多群がる中で、再起不能の象を起こす奇襲を行じ得るの辻貞

女のみとなすこの物語は、ヘロドトスにみえるエジプト王ペロスの物語と

比較されるが、81何れも Chastity lndexをその Motifとしている。

貞女稀なりとなす嘆きは叙事詩に見られる。忽

sαhαsrαikfi yatfi nfiri prapnotihαkada cana 

tαtha sαtα-8αhαsresu yαdi ka cit pαti-vrαta (五dBh.13.20.65)

千人に一人、否十万人に一入、貞女あるや、なしゃc

(2-8-8-2 ) より罪のない Chastitylndex物語辻、単身赴任に出発せんと

する商人 Guhasenaと愛妻 Devasmitaの物語に伝えられる。商用にも拘

らず、妻の反対に遭った夫は鑑み、再入はシヴァ神の神殿に神意を関わんと

断食する。神は両人の夢枕に立ち給い、赤い蓮華を再人の手に授けて、

「別離中、汝等再入の中の侍れか一方その操を破れば、他方の手に持つ蓮

華は萎むc さもなき限りは心配無用jと告げ給うた。再入は覚醒して互い

の手に蓮華のあるに鷺き、妻は安心して夫を送り出したという (KSS.l3)。

(2-8-9) 動物との会話

Vil?I)U Pur勾a3.18.52-94は、貞第ごと王妃 Saivyaがその透視力により、

81 Herodotus 2.111.それによると、その昔ナイル河が氾j監した時、壬は河中に槍

を投げ込んだ、。この暴挙の故に被泣呪いを蒙り、 10年の間失明した。 11年吾に

神託あり。貞女の尿でその践を、洗えば開腹するという。王は王妃に依頼するも

その設は関かず、他の女性に試みても凡て不首尾に終わった。最後に一人の貞

女現れて開眼したので、王は植の捻ての女を Erythrebolus市に集め、その市

を焼き払い、この貞女と結婚したと伝えられる〈松平千秋訳、 f歴史j 岩法文

産、上.2270 

82 Cf. Leslie 271. 
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夫王 Satadhanuが生前異教徒と交わった罪で、顕次犬、山犬、猿、禿鷹、

鳥、孔雀となって転生しているのを見、過去世を彼』こ想起させ、最後に再

び結ぼれる経緯を伝えている。そこに辻透視力、前世想起、動物との会話

等の超能力が貞操の鷲す所である事が物語られるが、これ又長文にわたる

のでその全訳を値自に期する。

(本稿は平成13年度文部科学省科学研究費補助金〔基盤研究 (B)(2)) 

による研究成果の一部である〉
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Summary 

W omen in Ancient India， 1 
Minoru HARA 

Problems of gender have been attrac土ingthe attention of scholars 

such as sociologists， historians， and anthropologists， but if we are 

expected to write about the same problems in ancient India， Sanskrit 

philologists have to resort to textual evidence. 

Based upon such evidence as the Smrti prescriptions of asviitαntryα 

about women， the literary motif of sex-change， and the traditional 

custom of Suttee， people are often inclined to emphasise as a charac-

teristic of Indian society the predominance of men over women. But 

we meet also counter-evidence such as the eulogy of the mother， the 

idea of the better-half， and stories of pαti-vrαtiis. Often the negative 

side is revealed in stri-svabhiiva (the nature of condemned women) and 

the positive side in stri-dhαrmα(women's duty as their ideal). 

In a series of papers we are planning to elucidate these aspects， but 

here in this paper we shall collect passages relevant to chaste women 

(pati-vrαtii)and discuss the mystic power inherent in women's chastity. 

1 Chastity 

(1-1) Unconditional subjugation. (The husband should be respected by 

all means). 

(1-1-1) The husband as god : deva， daivatα， and devatii. 
(1-1-2) The husband as guru : marriage as upαnαyαna. 

(Women are compared to pupils in initiation). 

Women are also compared to Siidras， whose duty is to serve 

their superiors. 

(1-1-3) Women should sacrifice themselves to their husband as devαor 
guru. 

(1-1-4) Women are always with their husband (saha-dhαrma-ciiT匂i). 
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(1-2) Obedience (pati-susru$ι) . 

(1-2-1) There is no way for women to accumulate religious merit except 

by serving their husband: 

(1-2-2) Obedience to the husband is women's tαpas. 

(1-2-3) The husband's orders should be obeyed even if against morals. 

(1-2-4) Heaven is closed to unmarried women. (= Marriage is the way 

to purify them). 

(1-3) Women's tapαs (some counter可 xamples).(= Existence of female-

ascetics) . 

2 The瓦1iraculousPowers of Chastity 

(2-1) Chastity protects women in danger (sαti-tejas) . 

(2-2) The curse (siipα) as a weapon against offenders. (Examples of 

Damayanti and other chaste women). 

(2-3) The curse (siipα) as a weapon against unf air warriors. (Gandhari' s 

curse against K詩♀a).

(2-4) The punishment of offenders. (SaJ)Cili deprives Garucla of his 

wings). 

(2-5) The tears of chaste women (turned into sparks if they touched 

the ground). 

(2-6) The hand of chaste women (turned into a sword). 

(2-7) Chastity enables the dead to revive. 

(2-8) Others: 

(2-8-1) Clairvoyance. 

(2-8-2) Invisibility (they are invisible to evil-minded men). 

(2-8司 3)The sun does not rise. 

(2-8-4) The sun falls down upon the earth. 

(2-8-5) Heaven shakes because of the power of chaste women. 

(2ふ6)The god of death (Yama) and his followers are afraid of them. 

(2-8-7) Fire (α:gni) becomes cool and never burns the chaste woman 
(fire-ordeal) • 

(2-8-8) The motifs of chastity-index. 
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